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棚底城跡が天草市初の「国指定史跡」になりました
県営路木ダム建設事業と本市水道事業の関連
水道料金が改定されます
議会報告
御所浦町・子ども農山漁村交流プロジェクト
宝島の話題
みんなの広場

五和
VoL.４

～五和名産「タコめし」～

米

干しダコ

うすくち醤油

酒

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １升

・・・・・・・・・・・ 130ｇ

・・150cc

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 150cc

　昔から鬼池の海では、よくタコがと
れました。夏空の下に干されたタコの
姿は、何とも言えないユーモラスな風
情です。鬼池地区では、その干しダコ
を使って、祝い事や運動会、家族の誕
生日、地区の寄り合いなど、いろんな
ときによく「タコめし」が作られます。
タコの風味を損なわないように、具は
干しダコ以外は使いません。

①干しダコは、はさみで細かく切る。さっ

と水洗いし、30分ほど酒につけておく。

②米を洗い、ザルで水を切る。①のタコと米、

水を分量どおりに入れる。さらにうすく

ち醤油を入れ、炊く。

材　料　（約20人分） 作 　り　 方

提供：市食生活改善推進員協議会

ふ

ぜい

わ
た
し
た
ち
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て

夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
天
草
市
と
な
る
こ
と
を
願
い
、

こ
こ
に
天
草
市
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一  

感
謝
の
心
を
も
ち
、
豊
か
な
「
し
ぜ
ん
」
を
守
り
ま
す

一  

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
誇
れ
る
「
ひ
と
」
を
育
て
ま
す

一  

恵
ま
れ
た
風
土
を
活
か
し
、「
も
の
づ
く
り
」
に
励
み
ま
す

一  

伝
統
と
文
化
を
学
び
、
安
ら
ぎ
の
あ
る
「
ま
ち
」
を
創
り
ま
す

一  

世
代
の
調
和
を
大
切
に
、
健
や
か
な
「
和
」
を
広
げ
ま
す

市
民
憲
章【市の花】

はまぼう

【市の木】
あこうの木

【市の鳥】
かもめ

【市の魚】
鯛

市のシンボル

　
河
浦
町
・
一
町
田
地
区
振
興
会
主
催
の
「
虫
追
い
祭
り
」
が
７
月
19
日
、
一
町
田
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
さ
15
m
以
上
、
重
さ
約
30
〜
40
㎏
の
吹
き
流
し
を
支

え
る
「
耐
久
レ
ー
ス
」
や
、
片
手
や
肩
な
ど
で
持
つ
技
を
競
う
競
技
も
あ
り
、
観
客
か
ら
は
大

き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
町
田
橋
ま
で
練
り
歩
き
豊
作
を
祈
り
ま
し
た
。

「
大
空
に
は
た
め
く
〝
虫
追
い
旗
〞
」

　最近、家の庭をねこが数匹往来
しています。ねこを飼っていない
ので、誰におびえることなく余裕
をかまして歩行。「ここはニャン
の家だぞ」というけんまくでにら
むと、なぜか立ち止まり「にゃに
さ、フン」と言っている感じで、
そっぽを向き立ち去ります。【凡】

　暑い時期になると、汗をかき身
体が水分を欲しがります。しかし、
摂りすぎると腎臓に負担がかかり
体調不良を引き起こしてしまいま
す。身体をコントロールするには、
心をコンロトールできるかが大切。
水分の摂りすぎには気をつけて、
この時期を乗り切りましょう。【走】

　仕事の帰り道、抜け殻同然にと
ぼとぼと歩いていると、張り上げ
るような声に体が反応。そこには、
８月に開催される県操法大会に向
けて訓練している女性消防隊の姿
が。ハキハキとした呼応、機敏な
動作に感心。知らず知らず私も背
筋を伸ばし歩いていました。【素】

　夏、真っ盛り！暑さのせいで、
我が家の猫は涼しい場所を見つけ
ては『ダラ～ン』とのびています。
でも食欲はおうせいで飼い主も同
じ。規則正しい生活を心がけ、夏
バテせず、この夏を乗り切りたい
です。今年の夏が、皆さんの楽し
い思い出になりますように。　【葉】
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国
指
定
史
跡
と
は

棚
底
城
跡
の
歴
史

発
掘
に
よ
り
わ
か
っ
た
歴
史

文
化
財

重要文化財 国　　宝

名　　勝

天然記念物

特別名勝

特別天然記念物

重要無形文化財

登録有形文化財

重要無形民俗文化財

重要有形民俗文化財

重要文化的景観

重要伝統的
建造物群保存地区

記念物

民俗文化財

有形文化財

特に重要なもの

無形文化財

特別史跡

□文化財保護法に基づく文化財種類体系図

棚底城跡が天草市初の「国指定史跡」になりました

史　　跡

　

棚
底
城
跡
は
、
旧
倉
岳
町
の
時
か
ら

調
査
研
究
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
史
跡

指
定
の
申
請
業
務
は
天
草
市
へ
引
き
継

ぎ
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
文
化
財
に

は
数
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
右
の
体
系

図
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
棚

底
城
跡
は
、
記
念
物
の
中
の
『
史
跡
』

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
史
跡
は
市
で
は

初
、
天
草
地
域
で
は
苓
北
町
の
『
富
岡

吉
利
支
丹
供
養
碑
』
に
つ
い
で
２
例
目

と
な
り
ま
す
。

　
市
の
国
指
定
文
化
財
は
、
重
要
文
化
財

と
し
て
『
祇
園
橋
』『
天
草
四
郎
陣
中

旗
』、
名
勝
と
し
て
『
妙
見
浦
』
な
ど

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
登
録

有
形
文
化
財
と
し
て
『
旧
天
草
教
育
会

館
』（
現 

・
天
草
文
化
交
流
館
）『
上

田
家
住
宅
』
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
条
例
に
基
づ
く
県
指
定

や
市
指
定
文
化
財
も
あ
り
、
区
別
の
た

め
に
、「
国
指
定
史
跡
」
と
標
記
し
て

い
ま
す
。

　

　

棚
底
城
跡
は
、天
草
で
最
も
高
い
山
、

倉
岳
か
ら
の
び
る
尾
根
筋
の
先
端
に
築

か
れ
た
戦
国
時
代
の
山
城
で
す
。

　

歴
史
上
の
記
録
は
、と
て
も
少
な
く
、

わ
ず
か
に
「
八
代
日
記
」
と
い
う
書
物

に
残
る
の
み
で
す
。

　

戦
国
時
代
の
天
草
諸
島
は
、
一
般
に

「
天
草
五
人
衆
」
と
呼
ば
れ
る
領
主
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
支
配
し
、
島

内
で
抗
争
と
和
平
を
繰
り
返
し
て
い
ま

し
た
。

　

棚
底
城
跡
が
初
め
て
記
録
に
現
れ
る

の
は
、
１
５
４
４
年
で
、
当
時
、
城
は

上
津
浦
氏
の
一
族
の
居
城
で
し
た
。
そ

の
後
、
１
５
５
６
年
ご
ろ
に
は
栖
本
氏

の
所
領
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
上

津
浦
氏
は
ど
う
し
て
も
棚
底
城
が
必
要

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
幾
度
も
城
を
奪

い
返
そ
う
と
攻
撃
を
繰
り
返
し
ま
し

た
。
結
局
、
力
で
は
落
と
せ
な
か
っ
た

の
か
、
球
磨
地
方
の
大
勢
力
で
あ
る
相

良
氏
の
仲
介
に
よ
り
、
１
５
６
０
年
に

棚
底
城
は
再
び
上
津
浦
氏
の
城
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

記
録
的
に
少
な
く
、
さ
ほ
ど
注
目
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
棚
底
城
跡
で
す
が
、

倉
岳
町
誌
編
さ
ん
の
一
環
で
始
め
た
発

掘
調
査
に
よ
り
、
状
況
が
ガ
ラ
リ
と
変

り
ま
し
た
。
城
の
中
枢
と
目
さ
れ
た
１

郭
（※

郭…

建
物
や
柵
な
ど
を
設
置
す

る
た
め
の
区
画
。
近
世
城
で
は
「
丸
」

と
い
う
。）
の
試
し
掘
り
で
、
岩
盤
に

掘
り
込
ま
れ
た
柱
穴
が
多
数
見
つ
か
り

ま
し
た
。
立
派
な
城
主
館
が
何
度
も
立

て
替
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で

す
。

　

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
輸
入
陶
磁
器
も

出
土
し
ま
し
た
。
室
町
時
代
の
城
主
の

多
く
は
、
普
段
は
城
の
ふ
も
と
の
居
館

に
暮
ら
し
、
い
ざ
戦
争
と
な
っ
た
ら
山

城
に
こ
も
っ
て
戦
い
、
終
わ
れ
ば
ま
た

館
に
戻
る
、
そ
ん
な
生
活
を
し
て
い
た

と
さ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
山
城
か
ら

は
簡
素
な
建
物
跡
と
少
量
の
遺
物
し
か

見
つ
か
ら
な
い
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

か
く

　国の文化審議会は、５月に倉岳町に所在する中世城跡『棚底城跡』ほか12遺跡
を史跡とするよう文部科学大臣に答申し、７月23日、官報に告示され棚底城跡が
天草市初の国指定史跡となりました。
　今回、国指定文化財や棚底城の歴史などについてお知らせします。

棚底城跡が天草市初の「国指定史跡」になりました



　

し
か
し
、
棚
底
城
の
城
主
は
、
ず
っ

と
山
の
上
の
城
に
暮
ら
し
、
し
か
も
豊

か
な
生
活
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
す
。〝
山
の
上
に
立
派
な
館
を
建

て
暮
ら
す
〞他
の
地
域
の
領
主
と
は
、

少
し
違
う
生
活
観
を
持
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。
ま
た
、
記
録
は
16
世
紀
半
ば
の

ご
く
短
い
期
間
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

調
査
に
よ
る
と
陶
磁
器
は
、
14
世
紀
後

半
か
ら
16
世
紀
後
半
ま
で
幅
広
い
年
代

の
も
の
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
記
録
に
残
る

ず
っ
と
前
か
ら
、
城
で
の
生
活
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

陶
磁
器
の
中
に
、
15
世
紀
前
半
の
ベ

ト
ナ
ム
産
の
磁
器
片
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
中
世
遺
跡
で
対
馬
や
壱
岐
、
沖

縄
な
ど
と
の
海
上
交
易
や
「
倭
寇
」
と

い
う
海
賊
稼
業
に
ゆ
か
り
の
深
い
遺
跡

に
し
か
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
出
土
遺
物

で
す
。
そ
し
て
遺
物
量
か
ら
生
活
の
最

盛
期
が
、
15
世
紀
後
半
か
ら
16
世
紀
前

半
に
あ
る
こ
と
も
突
き
止
め
ら
れ
ま
し

た
。
国
産
の
土
器
は
少
な
く
、
中
国
産

の
輸
入
陶
磁
器
が
遺
物
量
の
半
分
を
超

え
ま
す
。
地
理
的
状
況
か
ら
、
海
外
産

の
陶
磁
器
を
手
に
入
れ
や
す
い
と
こ
ろ

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

最
近
の
研
究
で
、
都
の
将
軍
家
に
近

い
勢
力
ほ
ど
、
国
産
土
器
を
た
く
さ
ん

消
費
し
、
格
式
あ
る
武
家
儀
礼
に
使
っ

た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
棚
底
城

の
人
々
は
、
中
央
の
格
式
に
あ
ま
り
こ

だ
わ
ら
ず
、
輸
入
陶
磁
器
を
好
み
ま
し

た
。
一
方
、
こ
の
こ
ろ
、
茶
の
湯
な
ど

も
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
が
、「
天
目
茶

碗
」
や
「
石
製
風
炉
」
な
ど
茶
の
湯
道

具
の
出
土
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

上
津
浦
氏
対
栖
本
氏
の
戦
い
の
記
録

が
残
る
16
世
紀
半
ば
は
逆
に
遺
物
量
が

少
な
く
、
生
活
拠
点
か
ら
軍
事
拠
点
へ

変
化
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　

都
か
ら
遠
く
離
れ
た
海
に
近
い
城

で
、
自
由
で
豪
快
な
海
賊
た
ち
が
唐
物

の
茶
碗
で
宴
や
茶
の
湯
に
興
じ
て
い
る

イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
ま
す
。
発
掘
調
査

に
よ
り
、
当
初
予
想
も
し
て
い
な
か
っ

た
城
の
姿
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

棚
底
城
跡
は
決
し
て
有
名
な
武
将
の
城

で
は
な
く
、
群
を
抜
い
て
大
規
模
な
城

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
島
の
城
郭
と
し
て
時
代
ご

と
の
変
遷
が
は
っ
き
り
と
把
握
さ
れ
、

海
に
根
ざ
し
た
中
世
天
草
の
政
治
、
経

済
、
軍
事
な
ど
地
域
の
知
ら
れ
ざ
る
歴

史
の
一
部
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
加
え
、
城
跡
そ
の
も
の
が
よ

く
保
存
さ
れ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
、

国
の
史
跡
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
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石製風炉（茶の湯用カマド）石製風炉（茶の湯用カマド）

ベトナム産陶磁器ベトナム産陶磁器

１郭の岩盤に掘られた柱穴
(建物がくり返しつくられた跡 )
１郭の岩盤に掘られた柱穴
(建物がくり返しつくられた跡 )

今
後
の
方
針

　

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、「
貴
重
な
国
民
的
財
産
」
と
し
て

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
重
要

遺
跡
と
し
て
保
護
に
努
め
、
ま
た
、
こ

れ
か
ら
地
域
の
歴
史
を
学
ぶ
場
所
と
し

て
見
学
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
計
画

で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※城跡は私有地です。見学に際しては、ゴミを持ち帰るなど
マナーをお守りください。また、散策路などが整備されて
いませんので、足元には十分ご注意ください。

※城跡は私有地です。見学に際しては、ゴミを持ち帰るなど
マナーをお守りください。また、散策路などが整備されて
いませんので、足元には十分ご注意ください。

わ
こ
う

棚底川

上揚地区集落センター

倉岳小学校

倉岳中学校

天草高校倉岳校

JA
観音寺

倉岳自動車学校

至本渡

至龍ヶ岳

棚底城跡

266

【問い合わせ先】
　本庁（別館）・文化課文化財保護係

☎㉓1111内線2531
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□路木ダムと関連事業区域図 《牛深地区水道水源開発等施設整備事業》

　牛深地区の水道は、ヤイラギダム等を
水源として給水を行っていますが、雨が
少ないと、安定した水量が見込めず、こ
れまでたび重なる水不足に悩まされてい
ます。このような状況を解消するため
に、路木ダムを安定水源として、市民生
活に欠かせない水道水の安定供給を行う
ものです。

《一町田地区簡易水道再編推進事業》

　河浦町の一町田地区簡易水道は、大雨
時には井戸から濁り水が出て、飲料でき
ない状況が発生することがあります。ま
た、渇水期には井戸の水位も下がり、給
水が困難な状況も発生しています。一町
田や新合地区の水道整備と古江・久留・
白木河内の水道未普及地区へ給水を行う
事業で、路木ダムを安定水源として、浄
水場の建設や水道管の整備を行うもので
す。

県営路木ダム建設事業と本市水道事業の関連

■路木ダム事業の概要
●計画年度：平成５年度～同25年度
●事業費：90億円
●負担率：牛深地区11.2％・河浦地区６％
●進ちょく率：平成20年度末41.5％
●一日最大取水量：牛深地区3,000トン・
河浦地区1,600トン

県営路木ダム建設事業と市水道事業

　　　

河
浦
町
一
町
田
地
区
の
現
在
の
水
源

は
川
の
水
や
浅
井
戸
で
あ
り
、
そ
の
水

量
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
不
安
定
な
水

源
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
通
常
は
取
水
で
き
ま
す

が
、
雨
が
降
ら
な
い
渇
水
期
に
は
水
量

の
確
保
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
未
普
及
地
域
に
水
道
水
を
供

給
す
る
た
め
に
は
、
安
定
し
た
水
源
の

　

県
営
路
木
ダ
ム
の
利
水
事
業
（
水
道
）
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
次
の
と
お
り
お
答
え
し
ま
す
。

①
水
道
未
普
及
地
域
の
解
消
策

確
保
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
方
策
と
し

て
路
木
ダ
ム
を
水
源
と
し
て
水
道
事
業

を
計
画
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

水
道
の
漏
水
は
、
ど
の
水
道
事
業
体

で
も
大
き
な
懸
案
事
項
で
、
す
べ
て
を

止
め
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

そ
こ
で
市
は
、
平
成
25
年
ま
で
に
、

漏
水
調
査
の
実
施
や
、
老
朽
管
の
布
設

替
え
な
ど
を
行
い
、
漏
水
を
大
き
く
改

善
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
の
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
渇
水

時
に
断
水
が
な
い
よ
う
に
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
安
定
し
た
水
量
の
確

保
が
必
要
で
す
の
で
、
路
木
ダ
ム
を
水

源
と
す
る
も
の
で
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
本
庁
・
水
道
課
工

務
係
☎
㉓
１
１
１
１
内
線
１
２
９

９
、
簡
易
水
道
課
施
設
係
内
線
１
２

６
１
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

②
漏
水
と
今
後
の
対
策

③
水
道
水
の

　
　
　
安
定
供
給
の
た
め
に
は

※集水区域とは降った雨がダムに流れ込む範囲です。

水道料金が改定されます！
　上水道の御所浦地区、簡易水道の牛深・五和・
天草地区において、10月16日以降の検針分から
料金が改定されます。また、加入金については同
日をもって全地域が廃止になります。
　市の水道は、合併により、地方公営企業法適用
の旧２市２町（本渡市、牛深市、御所浦町、五和町）
の上水道事業が、天草市水道事業として、また、
旧１市７町（牛深市、有明町、倉岳町、栖本町、
新和町、五和町、天草町、河浦町）の簡易水道事

□新料金表（上水道：御所浦地区、簡易水道：牛深・五和・天草地区）

料金区分

種別・用途

基本料金（１月につき） 従量料金

メーター口径 料　金 区　分 水　量 料金（１㎥につき）

一般用

浴場用

一時用

私設消火栓
演習用

13㎜

20㎜

25㎜

30㎜

40㎜

50㎜

75㎜

100㎜

150㎜

1,100円

1,400円

1,700円

2,000円

2,500円

3,000円

3,500円

4,000円

4,500円

第１段

第２段

第３段

１㎥以上

８㎥以下

９㎥以上

25㎥以下

26㎥以上

65円

220円

230円

80円

155円

260円

1,000円

2,000円

2,000円
100㎥以下

101㎥以上

１㎥につき

20分以内
１個１回につき

口径50㎜未満

口径50㎜以上

●基本料金については、開始・停止・休
止が月の途中である場合、15日以内の
使用日数であれば半額、16日以上のと
きは全額の徴収となります。

※この改定により、新料金表で算出した
水道料金が現行料金よりも高くなる場
合は、経過措置として現行料金を適用
します。なお、今回の料金改定により、
水道料金が高くなることはありませ
ん。

【問い合わせ先】本庁・水道課庶務係☎㉓1111（内線1397）／簡易水道課庶務係（内線1263）

（例）口径13㎜で月の使用水量が15㎥の世帯
基本料金　　　　　　　　　　　   1,100円
従量料金
第１段　   65円×8㎥　　　  ＝   520円

　 第２段　 220円×（15-8）㎥   ＝1,540円
小　計　　　　　　　　　　　　　3,160円
消費税　                                      158円

合　計                                       3,318円

●新料金表による一般家庭の料金を、試算し
てみると次のようになります。

業が天草市簡易水道事業として始まりました。
　水道料金、メーター器使用料や加入金について
は、いずれも旧市町の料金体系などで運営してい
ますが、今回の改定は、統一料金の実施に向けた
前段の調整として、『不均一料金の解消』『負担の
公平性』を図るためのものです。
　なお、今回、上水道の本渡・牛深・五和地区と
簡易水道の有明・倉岳・栖本・新和・河浦地区は
水道料金の改定はありません。

一町田ポンプ槽（新）

古江配水池（新）

主留配水池（既）

羊角湾

河浦町

深海町

路木第２配水池（既）

路木第１配水池（新）
一町田浄水場（新）

一町田簡易水道

集水区域
6.8㎢

集水区域
2.1㎢

浦越浄水場

導水管（新設）

第1ヤイラギダム

路木ダム

第２ヤイラギダム
桜川ポンプ場
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▼
天
草
市
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

│
│
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
第
31
条
の
地
方
税
の
課
税
免
除
又

は
不
均
一
課
税
に
伴
う
措
置
が
適
用

さ
れ
る
場
合
等
を
定
め
る
省
令
の
一

部
改
正
に
伴
う
も
の
。

▼
天
草
市
営
火
葬
場
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
│
│

条
文
の
整
備
を
図
る
も
の
。

▼
天
草
市
本
渡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

▼
天
草
市
牛
深
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

▼
天
草
市
有
明
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

▼
天
草
市
倉
岳
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

▼
天
草
市
河
浦
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

▼
天
草
市
在
宅
介
護
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト

施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

▼
天
草
市
河
浦
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

▼
天
草
市
新
和
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

▼
天
草
市
西
平
椿
公
園
カ
メ
リ
ア
ハ
ウ

ス
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

▼
天
草
市
御
所
浦
物
産
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
天
草
市
栖
本
温
泉
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

▼
天
草
市
総
合
交
流
施
設
愛
夢
里
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

▼
天
草
市
新
和
緑
の
村
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
天
草
市
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設

ユ
メ
ー
ル
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
天
草
市
藍
の
岬
キ
ャ
ン
プ
村
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

▼
天
草
市
下
田
温
泉
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

▼
天
草
市
牛
深
温
泉
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

▼
天
草
市
う
し
ぶ
か
海
彩
館
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
▼
天
草
市
宿
泊
施
設
や
す
ら
ぎ
荘
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

▼
天
草
市
リ
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
公
園
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

▼
天
草
市
倉
岳
特
産
品
展
示
販
売
交
流

天
草
市
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
　
　
　
条
例
の
制
定
な
ど
58
議
案
を
議
決

平
成
21
年 

第
３
回
市
議
会
定
例
会

　

平
成
21
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
が
６
月
９
日
か
ら
18
日
間
の
日
程
で

開
か
れ
、
天
草
市
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

や
、
歳
入
歳
出
の
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
40
億
６
、３
５
３
万
２
千
円
を

増
額
し
、
５
３
５
億
２
、３
９
７
万
７
千
円
と
す
る
平
成
21
年
度
天
草
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）な
ど
55
議
案
が
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
や
人
権
擁

護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
、
同
26
日
に
閉
会
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
本
会
議
の
冒
頭
、
濱
廣
昭
議
長
・
本
田
武
志
議
員
・
濵
﨑
昭
臣

議
員
・
脇
島
義
純
議
員
・
藤
﨑
正
博
議
員
に
永
年
勤
続
議
員
と
し
て
全
国

市
議
会
議
長
会
会
長
か
ら
の
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
た
ほ
か
、
安
田
市
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案

　

施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

▼
天
草
市
河
浦
海
上
コ
テ
ー
ジ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

▼
天
草
市
大
江
特
産
品
加
工
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

▼
天
草
市
下
田
温
泉
ふ
れ
あ
い
館
ぷ
ら

っ
と
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

▼
天
草
市
新
和
及
び
五
和
農
畜
産
物
処

理
加
工
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
天
草
市
倉
岳
特
産
物
処
理
加
工
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

▼
天
草
市
新
和
育
苗
施
設
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
天
草
市
天
草
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

▼
天
草
市
福
連
木
ま
ご
こ
ろ
市
場
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

▼
天
草
市
し
ん
わ
夕
や
け
市
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

▼
天
草
市
天
草
ブ
ル
ー
ガ
ー
デ
ン
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

▼
天
草
市
倉
岳
椎
茸
生
産
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

▼
天
草
市
と
ど
ろ
き
万
太
郎
村
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

▼
天
草
市
福
連
木
か
し
の
木
館
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

▼
天
草
市
天
草
交
流
セ
ン
タ
ー
ブ
ル
ー

ア
イ
ラ
ン
ド
天
草
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
│
│

以
上
35
件
は
、
公
の
施
設
の
円
滑
な

管
理
運
営
を
図
る
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

▼
天
草
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

│
│
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
も
の
。

▼
天
草
市
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
│
│
各
簡
易
水
道
事
業
に
お
け

る
水
道
料
金
等
の
平
準
化
を
図
る
た

め
、水
道
料
金
等
を
改
定
す
る
も
の
。

▼
天
草
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

│
│
各
給
水
区
域
に
お
け
る
水
道
料

金
等
の
平
準
化
を
図
る
た
め
、
水
道

料
金
等
を
改
定
す
る
も
の
。

▼
天
草
市
学
校
規
模
適
正
化
審
議
会
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
│
│
審
議
会
の
設
置
目
的
が
達
せ

ら
れ
た
た
め
、
条
例
を
廃
止
す
る
も

の
。

▼
天
草
市
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る

委
員
の
選
挙
区
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

│
│
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委

員
の
選
挙
区
の
定
数
を
変
更
す
る
も

の
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

│
│
本
渡
中
学
校
プ
ー
ル
棟
建
築
工

事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
予
定
価

格
が
１
億
５
千
万
円
以
上
で
あ
る
た

め
、
天
草
市
議
会
の
議
決
に
付
す
べ

き
契
約
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規

定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

▼
訴
訟
上
の
和
解
に
つ
い
て
（
２
件
）

│
│
熊
本
地
方
裁
判
所
天
草
支
部
、

天
草
簡
易
裁
判
所
差
押
債
権
取
立
金

請
求
事
件
に
つ
い
て
和
解
す
る
も
の
。

▼
天
草
広
域
連
合
の
処
理
す
る
事
務
の

変
更
及
び
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
│
│
天
草
広
域
連
合
の
処
理
す
る

事
務
の
う
ち
、
広
域
市
町
村
圏
計
画

に
関
す
る
事
務
を
削
除
す
る
も
の
。

▼
公
有
水
面
埋
立
免
許
に
関
す
る
意
見

を
述
べ
る
こ
と
に
つ
い
て
│
│
御
所

浦
漁
港
広
域
（
特
定
）
漁
港
整
備
事

業
に
伴
う
も
の
。

▼
同
│
│
横
浦
漁
港
整
備
事
業
に
伴
う

永年勤続（10年）議員と
して表彰を受けられた
藤﨑  正博  議員

永年勤続（10年）議員と
して表彰を受けられた
濵﨑  昭臣議員

永年勤続（10年）議員と
して表彰を受けられた
脇島  義純  議員

永年勤続（12年）議員と
して表彰を受けられた
本田  武志  議員

永年勤続（15年）議員と
して表彰を受けられた
濱　廣昭  議長



　

も
の
。

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）│
│
国
の
地
域
活

性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交

付
金
に
伴
う
事
業
費
な
ど
歳
入
歳

出
の
予
算
総
額
に
40
億
６
、３
５
３

万
２
千
円
を
増
額
し
、５
３
５
億
２
、

３
９
７
万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
平
成
21
年
度
天
草
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
の
速
や
か

な
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

▼
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て

│
│
天
草
市
議
会
議
員
に
対
す
る
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
。

▼
同
│
│
天
草
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
。

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

│
│
教
育
委
員
に
黒
鶴
進
治
氏
（
牛

深
町
３
４
２
０
番
地
58
）
を
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
。

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

│
│
委
員
に
靍
田
辰
也
氏
（
本
渡
町

本
渡
１
９
７
１
番
地
62
）
を
推
薦
す

る
こ
と
に
同
意
。

▼
同
│
│
委
員
に
德
富
好
子
氏
（
倉
岳

町
棚
底
２
０
７
９
番
地
）
を
推
薦
す

る
こ
と
に
同
意
。

▼
消
費
税
増
税
に
反
対
し
、
住
民
税
を

元
に
戻
し
、
社
会
保
障
の
充
実
を
求

め
る
請
願
書

▼
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に

つ
い
て
│
│
平
成
20
年
度
天
草
市
一

般
会
計

▼
同
│
│
平
成
20
年
度
天
草
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計

▼
同
│
│
平
成
20
年
度
天
草
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計

▼
同
│
│
平
成
20
年
度
天
草
市
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

▼
同
│
│
平
成
20
年
度
天
草
市
漁
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計

▼
同
│
│
平
成
20
年
度
天
草
市
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計

▼
天
草
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況

の
報
告
に
つ
い
て

▼
財
団
法
人
天
草
下
島
北
部
地
域
観
光

振
興
公
社
の
経
営
状
況
の
報
告
に
つ

い
て

▼
株
式
会
社
く
ら
た
け
の
経
営
状
況
の

報
告
に
つ
い
て

▼
株
式
会
社
う
し
ぶ
か
の
経
営
状
況
の

報
告
に
つ
い
て

▼
株
式
会
社
リ
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
の
経
営

状
況
の
報
告
に
つ
い
て

▼
株
式
会
社
プ
ラ
ス
フ
ァ
イ
ブ
の
経
営

状
況
の
報
告
に
つ
い
て

▼
有
限
会
社
愛
夢
里
の
経
営
状
況
の
報

告
に
つ
い
て
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議
員
提
出

同
意
さ
れ
た
議
案

佐
伊
津
地
区
集
落
排
水
処
理
施
設
・
処
理
水
再
利
用
施
設

　
　
　
土
木
建
築
工
事
の
請
負
契
約
変
更
に
つ
い
て
可
決

平
成
21
年 

第
２
回
市
議
会
臨
時
会

　

平
成
21
年
第
２
回
市
議
会
臨
時
会
が
５
月
28
日
に
開
か
れ
、
佐
伊
津
地
区
集

落
排
水
処
理
施
設
・
処
理
水
再
利
用
施
設
土
木
建
築
工
事
の
工
事
請
負
契
約
の

変
更
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
設
計
図
書
の
変
更
や
工
事
材
料

の
価
格
変
動
に
伴
い
、
契
約
金
額
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
天
草
市
税
条
例
、
同
都
市
計
画
税
条

例
お
よ
び
同
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
各
一
部
を
改
正
す
る
専
決
処
分
事
項
が

承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
固
定
資
産
評
価
員
に
吉
岡
賢
龍
氏
（
新
和
町
小
宮
地
６
７

０
番
地
４
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

※
市
議
会
定
例
会
・
臨
時
会
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
、

　

本
庁
・
総
務
課
総
務
法
制
係
☎
㉓
１
１
１
１
内
線
１
２
１
４
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

承
認
さ
れ
た
議
案

不
採
択
と
な
っ
た
請
願

報
告
さ
れ
た
事
項

　

御
所
浦
町
で
は
、『
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
よ
る
宿
泊
体
験
活
動
が
行
わ
れ

て
お
り
、
今
年
度
は
７
校
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
23
日
か
ら
同
26
日
ま
で
甲
佐
町
立
龍
野
小

学
校
か
ら
14
人
、
６
月
30
日
か
ら
７
月
３
日
ま
で

芦
北
町
立
田
浦
小
学
校
か
ら
29
人
が
参
加
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
地
元
の
民
家
に
寝
泊
り
し
な

が
ら
、
化
石
発
掘
や
伝
馬
舟
の
ろ
こ
ぎ
な
ど
「
御

所
浦
」
で
し
か
味
わ
え
な
い
も
の
を
体
験
。
ふ
だ

ん
と
は
異
な
る
環
境
や
人
間
関
係
の
中
で
の
生
活

に
、
は
じ
め
は
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
島
を
離
れ

る
こ
ろ
に
は
別
れ
を
惜
し
む
姿
が
み
ら
れ
る
な

ど
、
充
実
し
た
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

　私は、今回の体験活動でふだんは体

験できないことをじっさいにすること

ができて、すごくいい思い出ができま

した。あと、「自分のことは自分でする」

ことの大切さを、家族とはなれて生活

したことであらためて感じました。

　また、御所浦のみなさんがどんなと

きもやさしく笑顔で接してくださった

ことを決してわすれません。御所浦町

での４日間は、私の宝物です。

　受け入れに関わった島の人
たちは「都会から来た子ども
たちが感動したり、喜んだり
してくれる。それが楽しみだ」
と言っています。
　これからも、それぞれの体
験や交流の中で、対等の立場
でお互いに楽しい時間を過ご
し、子どもたちには将来、ま
た御所浦の地を訪れてもらえ
ればと思っています。

御所浦アイランド
ツーリズム推進協議会
事務局長 
  三宅啓雅さん

お互いが楽しめる「楽修」を目ざして

ひろまさ

▲御所浦町に上陸、宿泊体験のスタート

▲入り江で伝馬舟を楽しむ

▲地元の民家では豪華な夜ごはんを堪能

▲ネイチャークラフトで思い出づくり

がくしゅう

龍野小学校
４年 山本 有梨紗さん

あ り さ

楽しかった御所浦町での４日間

― 御所浦町・子ども農山漁村交流プロジェクト ―



合宿で協力の大切さを学ぶ
～宮野河内小学校５・６年生通学合宿～

　宮野河内地区振興会では、宮野河内小学校５・６年の児
童17人が同公民館に寝泊まりして学校へ通う「通学合宿」
を、６月７日から同12日まで実施しました。これは、子
どもたちが“気づく・考え・行動する”ことの大切さを学ぶ
機会にするため開催しているもので、今年で４回目。子ど
もたちは「毎日のお母さんのたいへんさや、みんなと協力
しあうことの大切さを学んだ。これからは家族とも協力し
てがんばりたい」と話していました。

地域おこしの主役・・・それは女性です！！
～女性が元気になる講演会～

　６月24日、小宮地地区振興会主催の「女性が元気にな
る講演会」が、新和町民センターで同振興会の役員など
80人が参加して行われました。「生涯現役～わたしたちに
できるまちづくりひとづくり～」と題して、人吉市で農家
レストランを経営する本田節さんが講演。本田さんは、こ
れまでの経験や活動などの体験談を紹介。地域づくりを進
めていく中で、「地域おこしの主役は女性でなければなら
ない」などと力強く話されました。

日ごろの練習成果を発揮
～第27回九州少年柔道大会優勝～

　「第27回九州少年柔道大会」が６月28日、長崎県立総
合体育館で開催され、牛深小学校６年の杉本大虎くんが６
年男子軽量級の部で優勝しました。この大会は、九州各県
大会の上位入賞者が参加するもので、同部には21人が出
場。なお、杉本くんは、８月23日に長野県松本市で開催
される“第６回全国小学生学年別柔道大会”にも県代表とし
て出場することが決まっており、「全国大会でも優勝でき
るように努力していきたいと思います」と話していました。

▲よ～くねらって！それ！！

▲真剣なまなざしで野菜を切る参加者

▲釣った魚をじょうずにさばく参加者
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豪快なのに繊細な男たちの料理
～男の料理教室～

　６月27日、「男の料理教室」が御所浦漁村センターで開
催されました。これは、嵐口地区振興会が“男性にも料理
の楽しさを知ってもらい、たまには奥さんに楽をしてもら
おう”と実施したもので、今回で２回目。講師は、同振興
会会長で飲食店を経営する竹部正德さん。当日は、同地区
に住む男性24人が参加し、鳥のから揚げやエビチャーハ
ン、卵スープなどの作り方を学びました。参加者は「楽し
かった。ぜひ、また参加したい」と話していました。

▲表彰状を手にする杉本くん

６/27
御所浦

夏の思い出づくりはぜひ通詞島で！
～通詞島体験倶楽部～

　７月１日から「通詞島体験倶楽部」の受け入れが始まり
ました。これは、五和町二江の漁師が案内人となり、参加
者が漁師の暮らしぶりなどを体験できるもの。体験できる
内容は、通詞島沖合いでの魚釣り、漁協への水揚げ作業や
魚のさばき方など。このほか、海水を使った古来から伝わ
る塩作りやイルカウォッチングなども体験できます。今年
の受け入れは9月30日まで。詳細は、総合交流ターミナル
施設ユメール☎㉖4011へ。

７/１～９/30
五 和

レクリエーションで和気あいあい
～天草町ふれあいいきいきサロン交流大会～
　６月18日、「天草町ふれあいいきいきサロン交流大会」
が、天草勤労者体育館で開催されました。これは、市社会
福祉協議会天草支所が、町内の高齢者サロン９団体の交流
を深めることを目的に、今年初めて実施したもの。当日は、
地元の保育園児やボランティアスタッフなども含め170人
が参加。レクリエーションでは、輪投げ、豆運び、玉入れ
の３種目が行われ、会場内は終始歓声や拍手がわき起こる
など、和やかな雰囲気に包まれていました。

▲「人材・歴史・食材」の活用のヒントを話す本田さん

６/18
天 草

環境にやさしい取り組みを評価
～栖本中学校が「くまもと環境賞」を受賞～
　６月４日、栖本中学校が「第18回くまもと環境賞（教
育機関の部）」を受賞しました。この賞は、多年にわたり
環境の恵みを守り育てる活動などを行う個人や団体の功績
をたたえようと、県が創設したもの。同校では、平成９年
度から環境保全の実践力を養おうと環境教育に着手。その
中で“学校版・家庭版環境ISO”の実践や小学生・ＰＴＡと
連携して河川の清掃を行う「川づくり河童隊」の活動など、
地域と一体となった環境保全活動が高く評価されました。

▲熱心に夕食の準備をする児童たち

６/４
栖 本

６/７～12
河 浦

６/24
新 和

６/28
牛 深

▲河内川の清掃活動に取り組む子どもたち

まさのり

せつ

たいご



みんなの力できれいな町に
～町内一斉にクリーン作戦～

　７月５日、「有明地区クリーン作戦」が町内一斉に行わ
れました。これは、同地区の住みよいまちづくりのため、
町内７つの地区振興会主催で毎年実施しているもの。当日
は早朝から、約2,500人の地区住民が道路沿いや空き地の
除草作業をはじめ、河川や海岸清掃などを行い、見違える
ようにきれいになりました。また、同日に実施された“青
少年の一日一汗運動”の子どもたちも作業に加わり、地区
全体で美化に対する意識の高揚を図ることができました。

元気な芝生に育って！！
～広瀬公園野球場芝生の植え付け作業～

　７月６日、広瀬公園野球場で芝生の植え付け作業が行わ
れました。これは、教育委員会が球場内で一部はがれてい
る芝生の植え付けを、本渡中学校の野球部員34人の協力
により実施したもの。この日植え付けられた芝生は、“テ
ィフトン”という西洋芝で、従来の芝生よりも繁殖力が強
く、生育管理がしやすいのが特徴。参加した部員は、慣れ
ない手つきで芝生を植えながら「自分たちが植えた芝が早
く育ってほしい」と話していました。

本渡に泊まって、タコ釣りをしませんか
～観光タコ釣り大会始まる～

　天草ほんど観光旅館ホテル組合などでは、本渡地区の旅
館やホテルなどに宿泊した観光客を対象に、９月６日まで
「天草ほんど観光タコ釣り大会」を実施しています。７月
４日には同大会を広くPRしようと、報道関係者など50人
が招かれタコ釣りを体験。当日は早朝から、佐伊津漁港を
タコが生息する約２㎞沖合いへ向け出港。参加者は、マダ
コやイイダコなどを次々と釣り上げていました。参加申し
込みなどの詳細は、同観光旅館ホテル組合☎㉓5368へ。

いのちの大切さ、生きることの尊さを学ぶ
～社会を明るくする運動・教育力活性化推進大会～

　第59回社会を明るくする運動推進大会・天草市教育力
活性化推進大会を７月４日、天草市民センターホールで開
催しました。大会では、同運動を啓発する作文・標語入賞
者の表彰や作文発表のほか、栖本中学校生徒による同校の
学校版環境ISOの取り組みが発表されました。また、大会
を記念して、木藤潮香さんが「親と子の絆～１リットルの
涙～」と題し講演。難病を抱える娘との日々を切々と語る
声に、約750人の来場者は静かに耳を傾けていました。

独特の食感をぜひご賞味ください！
～「天草緑竹」の収穫始まる～

　市が特産化を進めている「天草緑竹」の収穫が、６月か
ら市内各地で始まっています。緑竹は亜熱帯地域原産で、
上品な甘みとシャキシャキとした食感が特徴。「タケノコ
の王様」と言われています。下浦町にある、大塚裕樹さん
所有の緑竹園では、170本の緑竹を栽培。毎朝収穫される
タケノコは、天草緑竹生産組合（和泉孝男会長）の加工所
へ送られ、箱詰めや真空パック処理などの作業を行った後、
高級食材としておもに東京や大阪方面に出荷されます。

あき

よし

たついし

▲大きなタコを釣り上げて喜ぶ子どもたち
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▲熱心に芝生を植える部員▲いのちの大切さと生きることの尊さを語る木藤潮香さん

７/６
本 渡

７/５
有 明

0/0
● ●

▲河川の清掃を行う地区住民

７/４
本 渡

地域の財産「棚底城跡」の歴史を学ぼう
～倉岳歴史講座～

　７月６日、国の文化審議会から５月に国指定史跡として
答申された“棚底城跡”を知ってもらおうと、「倉岳歴史講
座」が倉岳多目的研修集会施設で開催されました。同講座
は、地区住民に「どこが重要なのか、どんなお城だったのか、
城主は」など十分な知識を得てもらおうと棚底地区振興会
の主催で実施。中山圭・市学芸員が、同城跡の歴史や文化
的価値などを説明しました。60人の参加者は、身近にあ
る貴重な史跡のすばらしさを再認識していました。 ▲中山学芸員の説明を熱心に聞き入る参加者

７/６
倉 岳

▲熱唱する総合グランプリの川端幸代さん

これからも地域を見守っていきたい
～（社）全国少年警察ボランティア協会少年補導功労者表彰～
　天草地区少年警察ボランティア連絡協議会会長の龍石昭
好さん（宮地岳町）が６月19日、（社）全国少年警察ボラン
ティア協会少年補導功労者表彰で金章を受章しました。こ
れは、多年にわたり少年の非行防止や健全育成に尽力した
人に贈られるもので、県内では龍石さんが唯一の受章。龍
石さんは、「少年補導員を30年続けることができたのは、
少年補導員仲間とのつながりがあったおかげ。これからも
変わらず地域を見守っていきたい」と話していました。 ▲金章を受章した龍石さん

熱唱！牛深ハイヤ節
～牛深ハイヤ節全国大会～

　６月27日・28日、牛深総合センターで「第９回牛深ハ
イヤ節全国大会」が行われました。同大会にはジュニア（中
学生以下）、青年（高校生～ 39歳）、壮年（40～ 59歳）、
実年（60～ 69歳）、高年（70歳以上）の部に全国から
103人がエントリー。予選（ジュニアの部は決勝のみ）、
決勝が各部ごとに行われ優勝者を決定しました。総合グラ
ンプリの栄冠には、壮年の部で優勝した城南町から出場の
川端幸代さんが輝きました。

りょくちく

ゆうき

けい

さちよ

しおかきとう

▲新鮮なタケノコを手にする大塚さん（左）と同組合
　職員の吉田さん（右）



　箱ノ水保育園（津田博之園長・全園児
58人）は、「よく食べ・よく遊び・よく学び・
よく眠る」を基本方針に、“早寝・早起き・
朝ごはん”に取り組み、家庭的で温かい雰
囲気のなか、園児が伸びのびと心身ともに
健康で、たくましく生きていける力を養っ
ています。近くには西の久保公園があり、
お散歩を楽しんだり毎日鉄棒やうんてい、
手押し車などを行い体力づくりに励んでい
ます。また、英語やスポーツ教室、硬筆、
囲碁などに興味や関心を深めながら取り組
んでいます。このほか、みかん狩りや敬老
会、伝承遊びなど地域との交流や世代間交
流を通して、豊かな心と思いやりをはぐく
んでいます。

ひろゆき

さ
だ
こ

心豊かで元気な子どもに

箱ノ水保育園（本渡町）

　

御
領
幼
児
園（
田
邊
貞
子
園
長
・

全
園
児
30
人
）
は
、
海
や
野
山
に

恵
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境
の
中

に
あ
り
ま
す
。「
げ
ん
き
・
な
か

よ
し
・
よ
い
こ
」
を
園
訓
と
し
、

心
身
と
も
に
健
康
な
子
ど
も
で
、

そ
の
時
そ
の
瞬
間
を
夢
中
に
な
っ

て
遊
び
、
考
え
、
い
ろ
ん
な
こ
と

を
心
と
体
で
感
じ
て
い
け
る
よ
う

な
保
育
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。
７

月
４
日
の
「
七
夕
ふ
れ
あ
い
会
」

で
は
、
祖
父
母
と
い
っ
し
ょ
に
七

夕
飾
り
を
作
っ
た
り
、
地
元
ぽ
ん

ぽ
こ
会
の
お
話
を
聞
い
た
り
し

て
、
楽
し
い
時
間
を
と
も
に
過
ご

し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
ふ
れ
あ

い
や
活
動
の
中
で
、親
か
ら
子
へ
、

子
か
ら
孫
へ
と
命
の
つ
な
が
り
を

子
ど
も
な
り
に
感
じ
て
く
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
私
た
ち
に

と
っ
て
の
宝
も
の
な
の
で
す
。

子
ど
も
の
笑
顔
は
宝
も
の

　
　
御
領
幼
児
園（
五
和
町
）

　美術部は個人での作品づくりのほか、体
育大会のテーマ看板や中体連の横断幕製作
などを行っています。また、地域の活動に
も参加し、亀場町の夏祭りのポスター製作
や、冬にはイルミネーションのデザインを
考え、地域の人たちといっしょに設置して
います。昨年のイルミネーション製作では、
私たちの考えた形が思い通りに設置でき
ず、地域の人たちと方法を考えて、やっと
形にすることができました。そのとき、竹
であっという間に支柱を作ってくださった
ときは、とても感動しました。私は地域の
温かさを感じると同時に、地域に貢献でき
たうれしさを感じました。今後も積極的に
参加し、学ぶ美術部を目ざしたいです。

美術部の活動を通し地域に貢献

　

ぼ
く
た
ち
ソ
フ
ト
・
サ
ッ
カ
ー

部
は
、
12
人
の
部
員
で
練
習
を
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
み
ん

な
仲
が
よ
く
て
元
気
の
い
い
チ
ー

ム
で
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

守
り
中
心
の
チ
ー
ム
で
す
。
新
チ

ー
ム
に
な
っ
て
、
４
月
は
足
腰
を

鍛
え
る
練
習
を
た
く
さ
ん
や
り
、

５
月
は
守
備
中
心
の
練
習
を
し
ま

し
た
。
今
は
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
力

を
入
れ
て
、
全
体
的
な
チ
ー
ム
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の
戦
績
は
公
式
戦
で
は

１
勝
し
か
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
夏

の
大
会
で
は
絶
対
に
１
勝
、
２
勝

と
で
き
る
よ
う
に
、
全
員
で
気
合

い
を
入
れ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
こ
の
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ

テ
ン
と
し
て
、
い
つ
も
大
き
な
声

を
出
し
て
み
ん
な
を
引
っ
ぱ
り
、

も
っ
と
チ
ー
ム
全
体
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

明
る
く
元
気
に
気
合
い
を

　
入
れ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

　自然豊かな新和が大好きで、地元に就職し
ました。今の仕事をやっていて、地域の人と
会話できることにやりがいを感じています。
楽しみは、友だちとおしゃべりをすることで
す。
　将来の夢は、いい人が見つかれば早く結婚
したいと思います。

̶̶ 毎日の楽しみは？
　毎週月曜と金曜日にデイ
サービスに出かけ、お友だ
ちとのおしゃべりやゲーム

などで、時間がたつのも忘れるくらい盛り上がります。
相手をしてくれるJAの職員の皆さんもとても優しい
ので、行くのがとても楽しみです。
̶̶ 健康の秘訣は？
　週１回ゲートボールの練習で体を動かすことです。
今でもときどき選手として大会にも出場しています。
　あとは、いつも笑顔でいること。これが一番だと思
います。
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尾田貴世 さん（新和町小宮地・21歳）

竹本ツル さん
（倉岳町棚底・93歳）

「七夕ふれあい会」で祖父母といっしょに全員そろってハイ！ポーズ！全員そろってハイ！ポーズ！

泥んこ遊び楽しいね！！製作した中体連の横断幕を手にする美術部員

た か よ

天
草
市
長  

安
田
公
寛

　稜南中学校（亀場町）
　　　　　　　　　　３年　森 菜摘

なつみ

　
魚
貫
小
学
校（
魚
貫
町
）

　
　
　
　
６
年　

高
尾 

浩
輔

こ
う
す
け

　

７
月
20
日
月
曜
の
深
夜
、
俳
優

の
役
所
広
司
さ
ん
が
案
内
役
を
務

め
る
『
ガ
イ
ア
の
夜
明
け
』
と
い

う
テ
レ
ビ
番
組
を
見
ま
し
た
。

　
「
よ
う
こ
そ
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
時

代
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
10
年
前

か
ら
風
力
、
太
陽
光
、
バ
イ
オ
マ

ス
の
三
つ
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開

発
に
取
り
組
み
、
今
で
は
、
消
費

す
る
電
力
の
八
割
に
達
し
て
い
る

岩
手
県
北
部
に
あ
る
葛
巻
町
と
い

う
人
口
８
、０
０
０
人
ほ
ど
の
小

さ
な
町
、
ま
た
、
山
あ
い
の
小
さ

な
河
川
を
利
用
し
て
電
力
を
つ
く

る
「
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
機
」
で

７
０
０
世
帯
分
の
電
力
を
生
み
だ

し
て
い
る
長
野
県
伊
那
市
な
ど
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
私
が
最
も
感
銘
を

受
け
た
の
が
、
葛
巻
町
の
町
民
の

皆
さ
ん
の
姿
で
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
自
給
率
を
高
め
る
た
め
、
町

民
ど
う
し
で
勉
強
会
を
始
め
た
と

の
こ
と
。
一
人
ひ
と
り
が
生
活
の

仕
組
み
を
変
え
、
省
エ
ネ
を
実
践

し
て
い
こ
う
と
い
う
の
で
す
。

　

本
市
で
も
、「
天
草
市
バ
イ
オ

マ
ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
を
推
進
す
る
た
め
に
は
市

民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
、
十

分
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
そ

し
て
、
日
々
の
生
活
を
見
つ
め
直

し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
そ
こ
が
ス

タ
ー
ト
地
点
だ
と
思
い
ま
し
た
。

環
境
に
や
さ
し
い

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ



高
齢
者
か
ら
の
知
恵
を
受
け
継
ぎ

　
　
　
　
　
　
生
か
し
な
が
ら
の
地
域
活
性
化

下
津
浦
地
区
振
興
会
（
今
福 

潔
会
長
）

き
よ
し

　
「
ハ
ア
ー 

浜
は
夕
焼
け
お
山
は

小
や
け
下
津
浦
で
は
道
べ
に
咲
い

た
彼
岸
花
ま
で
燃
え
た
つ
ば
か

り
」
と
有
明
音
頭
の
歌
詞
に
も
あ

る
よ
う
に
、
地
区
住
民
が
大
切
に

守
り
育
て
て
き
た
距
離
１
㎞
ほ
ど

の
彼
岸
花
ロ
ー
ド
が
、
下
津
浦
川

沿
い
に
あ
り
ま
す
。
現
在
も
、
文

化
交
流
部
会
が
中
心
と
な
り
地
区

振
興
会
員
で
手
入
れ
を
し
て
い
ま

す
。
下
津
浦
地
区
振
興
会
は
、
７

つ
の
部
会
で
構
成
さ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
産
業
部
会
を
中
心

に
、
つ
く
ね
芋
や
食
用
ほ
う
ず
き

な
ど
の
試
験
栽
培
を
計
画
し
て
い

て
、
つ
く
ね
芋
は
先
日
、
種
芋
の

植
え
付
け
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

年
末
に
同
部
会
が
主
管
す
る
産
業

祭
へ
の
出
品
も
予
定
し
て
お
り
、

共
同
作
業
の
中
で
高
齢
者
の
知
恵

を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
づ
く
り
へ
の
一
助
、
そ

し
て
、
地
区
の
特
産
品
に
な
る
よ

う
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　

ま
だ
ま
だ
手
探
り
状
態
で
の
活

動
で
す
が
、
少
子
高
齢
化
は
避
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
現
状
で
す
の

で
、
高
齢
者
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ

て
、
元
気
な
下
津
浦
地
区
振
興
会

と
し
て
継
続
し
て
活
動
で
き
る
よ

う
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

地 域 づ く り
コ ー ナ ー

▲つくね芋の植え付けを行う地区住民
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桂田 陽 くん

今月で

父・一彦さん
母・文香さん

牛深町

村田 若香奈 ちゃん

父・耕一さん
母・美枝さん

浄南町

大塚 朋貴 くん

父・貴洋さん
母・貴子さん

中央新町

三枝 萌香 ちゃん

父・麻夫さん
母・香代さん

浜崎町

岡田 日我 くん

父・和也さん
母・実季さん

楠浦町

明瀬 未翠樹 ちゃん

父・実さん
母・理恵さん

瀬戸町

大山 蒼翔 くん

父・尚文さん
母・登志子さん

河浦町河浦

林田 亜美 ちゃん

父・和大さん
母・佳美さん

今釜新町

岩﨑 杏 ちゃん

父・昌人さん
母・雅美さん

本町下河内

９月で満１歳になるお子さんを募集します！
●応募期限＝８月10日㊊まで（必着）。
●応募方法＝写真裏にお子さんの住所、氏名（ふり
がな）、生年月日、性別、電話番号、コメント
（30字以内）、保護者名（父・母）を記入し、〒

863-8631（住所記載不要）天草市役所秘書課へ
郵送または持参してください。なお、写真はお子
さんが大きく、鮮明に写っているものをお願いし
ます。また、写真の掲載は９人まで（応募者多数
の場合は抽選）とし、応募写真は返却しません。

ひなた

わ か な

と も き み ず き あ ん

ひゅうが あ み

も え か あ お と

お日さまのように、明るく、温かい
人に育ってネ♡

かわいい笑顔に家族みんながいやさ
れてます。

ともくんスマイルに家族みんないや
されています♡

にぃに、ねぇね、たまには私と遊ん
でね♡

食いしん坊で甘えん坊さん☆ひよ姉
ちゃん、早くお外で遊ぼうね♡

４番目の愛娘です。お兄ちゃんもお
姉ちゃんもメロメロです。

笑顔がかわいい蒼くん。みんな大好
きだよ♡元気に育ってネ！！

我が家の宝です。元気に大きくなっ
てね！

２人のお姉ちゃんに負けてません。
元気いっぱい３番娘です！！

▲川面に映る橋脚が優美な祇園橋

　本渡中央部を流れる町山口川に、ゆるくア
ーチを描く石橋が架かっています。祇園社の
前にあることから「祇園橋」と呼ばれ、古く
から多くの人たちに親しまれてきました。こ
の祇園橋は長さ28.6ｍ、幅3.3ｍで45本の脚で
橋げたを支えています。近世以前の現存する
石造桁橋としては日本最大級で、眼鏡橋が多
い九州では珍しい形式の橋です。石材は下浦
石を使い、建造にも下浦の石工が携わってい
ます。架橋年代は天保３年（1832年）といわ
れていますが、架橋碑には同５年（1834年）
の文字と同３年の干支を示す文字が刻まれて

います。いずれにしても、当時の町山口村の
庄屋が発起人となり、銀主や村人など多くの
人たちの出資により建造され、度重なる水害
や台風にも負けず、170年を超える時を過ご
してきました。架橋技術にも注目点が多く、
平成９年にその価値が認められ、架橋碑とと
もに国の重要文化財に指定されています。

「祇園橋」（船ノ尾町）
ぎおん

けた ぎんし

いしく

　

有
明
町
赤
崎
に
住
む
井
手
尾
さ

ん
は
、
県
環
境
セ
ン
タ
ー
か
ら
環

境
教
育
指
導
者
の
委
嘱
を
受
け
る

と
と
も
に
、
同
セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体「
エ
コ
村
伝
承
館
」

に
所
属
し
、
県
内
各
地
で
竹
は
し

な
ど
の
も
の
づ
く
り
を
通
し
た
環

境
学
習
や
家
庭
で
で
き
る
エ
コ
活

動
の
提
案
を
出
前
講
座
で
行
っ
て

い
る
。

　

環
境
に
関
心
を
持
っ
た
き
っ
か

け
は
、
ゴ
ミ
に
関
す
る
環
境
問
題

の
講
話
に
感
銘
を
受
け
て
、
町
の

ゴ
ミ
分
別
活
動
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
買
い
物
を
す
る
と

き
に
、
目
的
が
な
く
衝
動
買
い
を

し
て
し
ま
っ
た
経
験
は
な
い
だ
ろ

う
か
。「
商
品
を
見
て
、
本
当
に

欲
し
い
も
の
か
必
要
な
も
の
か
、

一
度
考
え
て
か
ら
買
い
物
を
し
て

ほ
し
い
。
そ
う
で
な
い
と
ゴ
ミ
を

買
っ
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
に
な

る
。
ゴ
ミ
分
別
と
同
じ
く
ら
い
ゴ

ミ
を
出
さ
な
い
こ
と
が
大
切
」
と

話
す
。

　

ま
た
、ゴ
ミ
問
題
だ
け
で
な
く
、

保
育
園
や
小
学
校
で
、
紫
外
線
か

ら
身
を
守
る
た
め
に
「
サ
ン
ハ
ッ

ト
」
の
使
用
を
呼
び
か
け
、
子
ど

も
た
ち
が
安
全
に
生
活
で
き
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
る
。

　
「
環
境
を
守
る
活
動
は〝
ダ
サ

イ
〞〝
暗
い
〞で
は
な
く
、〝
お
し
ゃ

れ
〞で〝
楽
し
く
〞な
く
て
は
い
け

な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
や
る

気
が
起
こ
ら
な
い
し
苦
に
な
る
だ

け
」
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
。

　
「
皆
さ
ん
が
環
境
問
題
に
取
り

組
む
き
っ
か
け
づ
く
り
を
す
る
の

が
私
の
役
目
。
こ
う
し
た
活
動
が

で
き
る
の
は
、
家
族
の
協
力
が
あ

る
か
ら
な
ん
で
す
」
と
語
り
、
指

導
者
と
し
て
の
立
場
と
、
家
族
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
。

　
「
今
後
は
食
育
を
通
し
て
元
気

な
人
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
た

い
」
と
新
た
な
決
意
を
語
っ
た
。

「おしゃれに楽しく環境活動」

井 手 尾 真 美 さん（有明町赤崎・39歳）
ま　 み
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棚底城跡が天草市初の「国指定史跡」になりました
県営路木ダム建設事業と本市水道事業の関連
水道料金が改定されます
議会報告
御所浦町・子ども農山漁村交流プロジェクト
宝島の話題
みんなの広場

五和
VoL.４

～五和名産「タコめし」～

米

干しダコ

うすくち醤油

酒

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １升

・・・・・・・・・・・ 130ｇ

・・150cc

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 150cc

　昔から鬼池の海では、よくタコがと
れました。夏空の下に干されたタコの
姿は、何とも言えないユーモラスな風
情です。鬼池地区では、その干しダコ
を使って、祝い事や運動会、家族の誕
生日、地区の寄り合いなど、いろんな
ときによく「タコめし」が作られます。
タコの風味を損なわないように、具は
干しダコ以外は使いません。

①干しダコは、はさみで細かく切る。さっ

と水洗いし、30分ほど酒につけておく。

②米を洗い、ザルで水を切る。①のタコと米、

水を分量どおりに入れる。さらにうすく

ち醤油を入れ、炊く。

材　料　（約20人分） 作 　り　 方

提供：市食生活改善推進員協議会

ふ

ぜい

わ
た
し
た
ち
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て

夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
天
草
市
と
な
る
こ
と
を
願
い
、

こ
こ
に
天
草
市
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一  

感
謝
の
心
を
も
ち
、
豊
か
な
「
し
ぜ
ん
」
を
守
り
ま
す

一  

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
誇
れ
る
「
ひ
と
」
を
育
て
ま
す

一  

恵
ま
れ
た
風
土
を
活
か
し
、「
も
の
づ
く
り
」
に
励
み
ま
す

一  

伝
統
と
文
化
を
学
び
、
安
ら
ぎ
の
あ
る
「
ま
ち
」
を
創
り
ま
す

一  

世
代
の
調
和
を
大
切
に
、
健
や
か
な
「
和
」
を
広
げ
ま
す

市
民
憲
章【市の花】

はまぼう

【市の木】
あこうの木

【市の鳥】
かもめ

【市の魚】
鯛

市のシンボル

　
河
浦
町
・
一
町
田
地
区
振
興
会
主
催
の
「
虫
追
い
祭
り
」
が
７
月
19
日
、
一
町
田
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
さ
15
m
以
上
、
重
さ
約
30
〜
40
㎏
の
吹
き
流
し
を
支

え
る
「
耐
久
レ
ー
ス
」
や
、
片
手
や
肩
な
ど
で
持
つ
技
を
競
う
競
技
も
あ
り
、
観
客
か
ら
は
大

き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
町
田
橋
ま
で
練
り
歩
き
豊
作
を
祈
り
ま
し
た
。

「
大
空
に
は
た
め
く
〝
虫
追
い
旗
〞
」

　最近、家の庭をねこが数匹往来
しています。ねこを飼っていない
ので、誰におびえることなく余裕
をかまして歩行。「ここはニャン
の家だぞ」というけんまくでにら
むと、なぜか立ち止まり「にゃに
さ、フン」と言っている感じで、
そっぽを向き立ち去ります。【凡】

　暑い時期になると、汗をかき身
体が水分を欲しがります。しかし、
摂りすぎると腎臓に負担がかかり
体調不良を引き起こしてしまいま
す。身体をコントロールするには、
心をコンロトールできるかが大切。
水分の摂りすぎには気をつけて、
この時期を乗り切りましょう。【走】

　仕事の帰り道、抜け殻同然にと
ぼとぼと歩いていると、張り上げ
るような声に体が反応。そこには、
８月に開催される県操法大会に向
けて訓練している女性消防隊の姿
が。ハキハキとした呼応、機敏な
動作に感心。知らず知らず私も背
筋を伸ばし歩いていました。【素】

　夏、真っ盛り！暑さのせいで、
我が家の猫は涼しい場所を見つけ
ては『ダラ～ン』とのびています。
でも食欲はおうせいで飼い主も同
じ。規則正しい生活を心がけ、夏
バテせず、この夏を乗り切りたい
です。今年の夏が、皆さんの楽し
い思い出になりますように。　【葉】
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